下着を乾かす50の方法
　
　
龍之介＃３２
　
　
　セリスと一戦交えた後の心地よい疲労感が、ベッドに横たえた四肢を巡っている。日はまだ高いはずだが、黒い雲と雨に遮られて、部屋の中は薄暗い。空気が湿気ているせいで汗はなかなか引かないが、こうして午後のまどろみの中に身を置いていると、そんなことはどうでもよく感じてくる。
　このままウトウトと、そう、夕飯時までのんびりしていようか、そう思って目をつぶった。
「師匠っ！」
　突然、窓の外で降り続く雨を吹き飛ばすかのような大声が部屋に響く。驚きつつもゆっくりと声のした方を向くと、眉をつり上げたセリスが入り口に立っていた。
　さっきのエッチがお気に召さなかったのか、真っ昼間から惰眠を貪ろうとするぐうたら師匠が気に入らないのか、それとも勉強中に分からないことでも……それだったらこんな顔はしないだろう。
　などと、わずかな時間で考えを巡らしていると、セリスが次の言葉を口にする。
「下着がありませんっ！」
　安らかで怠惰な午睡は、この一言で終わりを告げた。
　
　

　
　
「……セリス君、言ってる意味がよく分からないんだが」
　体を起こし、ベッドの端に座りながら、まだ怒りが収まりませんという風の弟子に問い掛ける。
「言ってる通りです！　さっき着替えようとしたら下着がなかったんです！」
　その目が「師匠が悪いんです」と言っている。
「昨日洗濯してただろう？　それを穿けば……」
　ごく当たり前の指摘をしてみる。
「……乾いてないんです」
　少しトーンの下がった声で、セリスが答える。
「昨日は晴だったろ？　俺の服は普通に乾いてたが」
「普通の服とかは外に干していたんですが、下着だけ中に……」
　この家の庭はそれなりに広いし、木々に覆われている。庭に干しておけば外の人間に見られることはそう無いはずだが、俺の目に触れるのもあまり好ましく思っていないらしい。散々やることやっているのに、変なところで恥じらいを感じる娘だ。
「なるほど。で、今日の雨か」
　セリスが頷く。
「でも、今朝は穿いてただろ？」
　セリスの目が再びきっと鋭くなる。
「師匠が下着の上から触るから汚れたんじゃないですかっ！」
　人を「このケダモノ」という目で睨みながら、自分も野獣のように低く「う～」とうなっている。
「まあまあ、落ち着きたまえセリス君」
　両手の平を向けて、なだめる。そして、ふと思い立ったとあることを聞いてみることにした。
「ところで、今は……」
　ごく当たり前の、しかも容易に回答が想像される問いを投げてみる。
　セリスの頬が、少しずつ朱色を帯びてくる。だが、それが恥じらいのせいなのか、徐々に険しくなってくる目つきのせいなのかは分からないが。
　そして……
「穿いてないに決まってるじゃないですかっ！」
　この日一番の罵声が部屋に轟くことになった。
　
　
　　　　　＊
　
　
　しとしとと雨が降る中、人通りの少ない街を俺は歩いている。周りからは、力無くとぼとぼと歩いているように見えるかも知れない。時々頭を掻いて立ち止まったり、ぼんやりと空を見上げたり、そんなことをしつつ、ゆっくりと小さな歩幅で歩いているのだから、そう見えても無理もない。事実、困った状態なのは確かなのだから。
（弱ったな……）
　どうしようかと思い巡らせながら歩く。傘を傾けて空を見上げても、全ての元凶である雨は止む気配もなかった。
　
　
　あの後、何とか怒りの静まったセリスから一つの提案が出された。
「魔法を使って乾かすことは出来ませんか？」と。
「う～ん……」
　俺は頭を掻いた。確かに、魔法は戦闘のみに使用されるものではないし、実際、戦闘系とそれ以外では後者の方が種類も多い。「魔法で洗濯物を乾かす」という発想が出てくるのは当然と言える。勿論、過去に同じ事を考えた者がいないわけはない。
「……何か問題でも？」
　ただ唸るだけで即答しないのが気になったのか、セリスがわずかに顔を曇らす。
「いや、そうじゃない。そうじゃないんだが……」
　言い淀みながら、思い至る。そう、別に口にするのをためらうようなことでもないのだと。
「あるにはあるんだが、少し高度なんだ」
「教えてください！」
　間髪を入れずに返ってくる声。
（やっぱりな……）
　何事にも向上心の強いセリスだ。その魔法が存在することを告げたら必ずそう言うだろうと思っていた。「ただの弟子」であるのならば、何事も経験だと取り組ませただろうが、セリスは「魔法大会での優勝を目指している弟子」だ。出来うる限り、戦闘系に関係のない魔法には触れさせないつもりでいたのだが。
「え～っと、だな」
　セリスは意欲に満ちた目で俺の言葉を待っている。この姿勢には頭が下がる。恐らく、何をやらせても努力と熱意でものにしてしまうのではないか、と思えるほどだ。
「悪いが、俺は出来んぞ」
　始めに言っておく。役に立たない師匠だと思われるのは嫌だが、出来ないものは出来ないのだからしょうがない。
「え？」
　目を見開き、口を小さく開けたまま硬直するセリス。
「……そ、そんなに高度なんですか？」
　諦めの色が浮かぶ。
「いや、セリス。そこまで高度、というほどでもないんだ。ただ、俺には出来ないテクニックが要るだけで……」
「テクニック……ですか」
　いまいち解せないという表情をする弟子。
「とりあえず、どんなものか説明しよう」
　コホンと一つ咳払いし、俺はその秘技の解説を始めた。
　
　
「セリス君、洗濯物が乾きやすい条件は？」
「え～っと、空気が乾燥していて、気温が高く、風が適度にある……ことですか？」
　顎に人差し指を当て、答える。
「そう。その状況を魔法を使って作ればいい」
「なるほど。考え方自体は簡単なんですね」
　セリスが頷く。
「で、方法なんだが。まず、右手から風の魔法を出す。戦闘用の、相手を切ったり退けたりするほどの威力は出さない。力をセーブし、適度な風を作り出す。
　次に、左手より火の魔法。風の魔法より更に威力を低くコントロールし、なおかつ、それを放つのではなく、掌にずっとキープさせる。
　そして、両手を合わせるようにして、風を洗濯物に向ける、と」
「あ！」
　セリスが何事かに気付いたらしい。
「そうすれば乾いた温風になるわけですね！」
　しきりに頷いている。新しい知識を得たのが嬉しいのか、表情も明るい。
「俺には無理な訳も分かったな？」
　セリスは無言で頷いた。俺の有り余る魔力では、威力を弱めたまま出し続けるといったコントロールが大変難しいのだ。特に火の魔法の方は一瞬でも強く出してしまうと洗濯物が黒焦げになる可能性がある。乾くまでやり続けるとなると至難の業だ。
「で、セリス。出来そうか？」
　答えはおおよそ分かっているが、それでも一応聞いてみる。
「あう……」
　困ったような、残念なような顔をする。
「二系統の魔法を同時詠唱なんて……」
　確かに、それが可能なのは各国の宮廷魔術師クラスの連中だけだろう。なかなか難度の高い技術の一つだ。
「諦めたか？」
　返答を待って、だから乾くまでノーパンでいろ、そう言うつもりだったが、
「あ、風の魔法だけでもある程度乾くんじゃ……」
「前にやったことがある。ほんの少しマシな程度だし、湿気ている空気をいくら掻き回しても大して効果はない。火の魔法で湿気を飛ばすから効果が出るんだ」
「……じゃあ、洗濯物の下とかで火の魔法を使ったら」
　諦めきれないセリスが食らいつく。
「それも以前やった。コントロールに失敗して、気に入っていた服が灰に変わった」
「……………」
　だから明日までノーパンで……と言おうとしたところを遮られる。
「買ってきてくださいっ！」
　突如繰り出された大声に一瞬たじろぐ。
「な？」
「師匠が襲いかかってこなかったら何の問題もなかったんです！　師匠が悪いんですから師匠が何とかしてくださいっ！」
　どうやら、部屋に飛び込んできたときの怒りが再燃したようだ。
「ま、まあ、落ち着きたまえ。セリ……」
「こんな状態じゃ落ち着けません！　勉強も修行も無理です！」
　普段の従順なセリスはどこへやら。もうこうなったら手がつけられない。
「とにかく、乾いた下着が穿けるようにしてくださいっ！」
　というわけで、追い立てられるようにして俺は家を出てきたのだった。
　
　
　気が付いたら、立派な門の前に立っていた。
（何でここに来たんだろうな……）
　ああ言われて追い出されたものの、さすがに新しい下着を買いに行くわけにも行かず、当てもなくぶらぶらと歩いていたつもりが、自然とここに足が向いていたのだろう。
　門をくぐり、玄関の扉を開ける。その先にはちょうど家の主がいた。
「あら、いらっしゃい。こんな雨の中、どうしたの？」
　宮廷魔術師、ヴィオラ・エントラは、わずかな驚きと微笑みをその顔に浮かべた。
　
　用件も聞かれないまま、いつもの書斎に通される。すぐにメイドがお茶を手に入ってくる。ハーブティーだろうか。清々しい香りがする。この天気のせいで沈んだ心が和らいでくる。
「で、何の用事？　まさかこの雨の中世間話でもしに来た、何て言わないわよね？」
　窓の外の雨は一向に止まない。突然止んで日光が指す、といった奇跡は起こりそうもない。
「いや、まあ、何というか……」
　どう切り出していいか悩む。下着をくれ、と言うわけには勿論いかないし、事情を話しても買いに行ってくれる可能性は限りなく低い。ここは一つ、下着の干し方を聞く方向で行ってみよう。
「早く言いなさいよ」
　ヴィオラが眉間にしわを寄せる。俺は一つ咳払いをし、
「なあ、下着、どうやって干してる？」
　至極真面目な顔で尋ねる。その質問以外の意図を何も含ませずに。だが、ヴィオラの顔は引きつった笑みを浮かべたまま固まっている。あまり機嫌がよろしくないときの顔だ。
「……ラズロック、私、聞き間違いをしたみたい。もう一度言ってくれないかしら？」
「だから、下着の干しか……」
　引きつっていた頬がひくひくと動き出したのを見て、途中で止める。何か大きな誤解が生まれているような気が……
「ラズロック……あなた、変態？」
　俺の質問のどこをどういう風に取ったのかは知らないが、かなり最悪な誤解をされているらしい。
「い、いや、ヴィオラ、ちょっと待て。実はだな……」
　セリスの洗濯物が乾かなくて困っていること、それが下着であるために更に困っていること、買ってこいと言われて外に出たものの、物が物だけに更に更に困っていることを順序立てて説明する。最初からこうしていればよかったのではないかということはとりあえず考えないでおく。
「なるほどね。もう、変な言い方せずに始めからそう言えばいいのに……」
　安心した、という顔で紅茶に口を付ける。
「どう切り出そうか迷ってな。……で、ヴィオラの場合はどうしてるんだ？」
「簡単じゃない」
　喉が渇いたら水を飲めばいい、という感じの口調だ。
「風と火の魔法を低出力で出し続けるのよ。私はどうしても困った時はそうしてるわ」
　やはりそれが一番単純でメジャーな方法なのだろう。だがその方法は俺もセリスも出来ない。
「出来ればセリスにも可能なやつで。二系統の同時詠唱はまだ無理でな」
「あ、そうか……それに、あなたも無理だったわね」
　そう言って、少しの間考え込む。
「一人で二系統の同時詠唱せずに、役割分担したら？　あなたが風の魔法を出して、セリスが火の魔法を添える、とか」
　一瞬、いい案だと賛成しかけるが、すぐに或ることを思い出す。
「下着を俺に見られたくないらしい。だから無理だ」
　俺の目に触れても構わないのであれば、昨日の内に乾いていたはずなのだった。
「困ったものね」
　また思案顔に戻るヴィオラ。
　
　カップをソーサーに置くカチャッという音を何回か重ね、ヴィオラが口を開く。
「セリス、火の魔法はどの程度扱えるの？」
　唐突な問いだったが、師匠として弟子の成長はしっかりと把握している。
「爆裂する炎を覚えたばかりだ。威力も着実に増してきている」
「それなら使えることは使えるか……でも……」
　珍しく歯切れが悪い。
「どうした？　今は藁にもすがろうかという状況だから、ある程度の無理はするぞ」
　俺が部屋に入れない以上、無理をするのはセリスなんだが。
「……爆裂する炎の爆風を利用する、という方法があるの」
　一瞬、耳を疑った。何なんだ、その単純且つハチャメチャな方法は？
「昔、師匠がやってるのを見たことがあって……」
　なるほど、あの人か。頷ける。
「ものの五分で乾いてたから私も一度やってみたことがあるのだけど……」
　ほう、やったのか。
「お気に入りの服が火の粉と灰に……」
　今より若かったヴィオラが途方に暮れている光景が想像される。
「……却下だな」
「……そうね」
　
　
　打開策を考えることを諦めた俺とヴィオラは、優雅に世間話を楽しんでいた。
「ところで……」
　そろそろそれも切り上げて帰ろうかというタイミングで、ヴィオラが尋ねてきた。
「普通だったら洗濯物を干している間用にって、二日分くらい残しておかない？　私もイエルもそうしてるわよ？」
　ここで「セリスがローテーションを組むのに失敗した」と言って不当に評価を落とすのは師匠のやるべきことではない。かといって、本当のことをストレートに言うわけにもいかない。ここはちょっとぼかして……
「いや、まあ、ちょっとした事情があってだな」
「ふぅん……」
　何故か、ヴィオラの目がこちらを蔑むようなものに変わっていた。今度ばかりはあらぬ誤解ではなく、真実を見抜いているようだ。
「最っ低……」
　ポツリと呟く。
「あなたが悪いんじゃない。本当に困ってるなら買ってきてあげようかとも思ったけど、そういうことだったら自業自得ね。自分で何とかなさい」
　そう言って席を立つ。追い出しモードだ。
「お、おい、ヴィオラ……」
　抗議の声も空しく、玄関まで押し出される。
「それじゃ、またね」
　にこやかに微笑まれ、ドアは無情にも閉められた。
　
　
　　　　　＊
　
　
（弱ったな……）
　数時間前と何ら変わらない状況で、俺は街角に立ち尽くしていた。雨は依然として止まない。
　こりゃ本気で買ってこないといけないか……と考えるが、女性物の下着売り場にいる自分を想像するだけで死にたくなってくる。
（何とかならんかな……）
　そしてまた、ぼんやりと歩き出した。
　
　
「ご主人様、どうされたんですか？　こんな雨の中」
　急に背後から声をかけられ、驚いて振り向く。立っていたのは勿論ソシエット。右手に傘、左手に買い物袋を提げている。買い物の帰りなのだろう。
「おっ、いかにもメイドっぽいな」
　着ているものはいつものようにメイド服だ。だが、ソシエットがメイドらしいことをしているのを見たことは滅多にない。
「失礼な……私はご覧のようにちゃんとしたメイドですよ」
　無意味に胸など張ってみせる。エプロンに隠れているせいでなかなか分からないが、やはりボリュームに欠ける。など思いつつ、
「では、その完全無欠なメイドに尋ねたいことが一つ」
　ヴィオラの時のように変な誤解を生んではいけない。ここは単刀直入に訊こう。
「下着の乾かし方を教えてくれないか？」
　メイドの皮を被った格闘娘は、意味が分からないという顔で数分間固まった。
　
　雨の中で立ち話もしんどいし、話の内容が内容なのでと入った客の少ない喫茶店。そこで、結局、事の起こりから今に至るまでを説明する羽目になった。勿論、俺が昼から欲情したせいで下着が足りなくなったことには触れない。
「ふむふむ」
　紅茶を置いたソシエットが頷く。
「で、何かいい方法はないか？」
「簡単です」
　何てことはないとばかりに即答される。
「あー、言っておくが、火と風の二系統同時詠唱は無理だぞ」
　まあ、あれを「簡単だ」と言ってのける人間は数えるほどしかいないだろうが。
「ああ、魔法温風速乾法ですね。あれは秘技です。私のはもっと簡単な……」
　そんな名前だったのかということに驚く俺をよそに、ソシエット法の説明に入る。
「ご主人様、炎の拳こぶし、という打撃技をご存知ですか？」
「ああ、よく知っている」
　前回のバンカスター武術大会で、今目の前にいるソシエット本人が多用した技だ。火の魔法を詠唱後、それを自分の拳にまとわせつつ殴る、というものだ。物理攻撃に魔法属性を付加できるのが強みで、効果の差はあれ、全属性に応用が可能だ。
「基本はあれです」
　いまいち話がつかめない。炎の拳で洗濯物を殴ったら燃えるだけだろう。
「ですが、初心者は手ではなく足にまとわせるのがいいでしょう」
　意図が分からないが、可能な話ではある。そうする理由がないだけで、魔法は足からも放つことが出来る。
「で、どうするんだ？　実際に洗濯物に当たったら燃えるだけだぞ」
　勿体ぶっているのか、なかなか具体的な方法を言わないソシエットに先を促す。
「まず、的から少し離れます。腕なり、足なりのリーチ、プラス五十センチほど」
　洗濯物を「的」と言ったことにはとりあえず突っ込まず、大人しく聞くことにする。
「そこで、正拳突き、もしくは回し蹴り。以上です」
　どうしてそれで洗濯物が乾くのかイメージできない。
「要はですね……」
　分かってもらえてないと判断したソシエットが補足しようと口を開く。
　
　次の瞬間、俺のすぐ横に掛けてあったカレンダーが勢いよくめくれた。
「こういうことです」
　かろうじて目で追えたソシエットの動きから、アッパーで空を切って風を起こしたらしい。なるほど。それを火の魔法を帯びた拳なり足でやれば温風が出る、という仕組みだ。
「……あのな、セリスに出来るのか、それ？」
　ソシエットにしてみれば何てことはないのだろうが、実際にやるのはうちの弟子だ。
「回し蹴りならば容易に風が起こせますし、可能かと。魔法をまとわせている間は蹴り足を床に着けられないのが難点ですが、それはトレーニングと割り切って……」
　片足で立ち続け、連続で回し蹴りを繰り出すセリスを想像する。……が、出来ない。元々格闘系は少しこなせる程度にとどめてある。その状態でこの技はきついだろう。
「話してはみるが……多分却下だな」
「……残念です」
　
　
　それ以外の方法を知らないというソシエットと、しばし雑談に興じる。
「……でも、セリスさんも大変ですね」
「そうだなぁ。いざ穿こうと思ったら乾いてるのがないんだもんな」
　コーヒーに合うお菓子の話が一段落した後、急に話題が変わった。
「いいえ」
　ソシエットが小さく首を振る。
「後先考えずに体を求めてくる師匠を持って、大変ですね、と」
「ゲッ…ゲホッ！」
　思わずコーヒーが気管に入りそうになった。
「……な、何故分かった」
　十数回咳き込んで、ようやく落ち着く。
「鎌を掛けてみたんですが、やっぱりでしたか……」
　残念そうに溜め息をつく。
「いやあ、でも…あれはだなぁ……」
「じー」
　元々釣り目がちな瞳が更に細められる。
「俺だけのせいじゃないというか……セリスの体が誘っていたというか……」
「じー」
　眼光が「この鬼畜」と言っているようだ。
「分かった、分かった。悪かったとは思ってるよ……だからこうして解決方法を探そうと」
　照れ隠しと、ちょっと暑いせいもあって、手でパタパタと顔を仰ぐ。
「あっ！」
　ソシエットが驚いた声を上げる。
「それですよっ！」
　
　
　　　　　＊
　
　
　喫茶店を出て、ソシエットと別れる。雨はまだ止まない。
「なるほどなぁ……」
　傘を持っていない右手で、自分の顔へ風を送ってみる。湿った空気のせいで気持ちよくはないが、確かに風を感じる。火の魔法と併用すれば、下着程度なら問題なく乾かせるだろう。
「よしよし」
　呟きながら歩く。足取りは軽い。セリスに下着の乾かし方を持って帰れるのもあるが、何より、女物の下着を買わずに済んだことが嬉しかった。
（今度ソシエットにも何かお礼をしなきゃな……夕食にでも招待するか）
　そんなことを考えながら、家の扉を開けた。
　
「あっ！　師匠、お帰りなさい！」
　音を聞きつけて、まだノーパンのままであろうセリスが小走りにやってくる。こういうところが小動物っぽくて可愛い。
「おお、ただいま」
　ちょっと意地悪してやろうと思い立ち、駆け寄ってきたセリスのスカートを勢いよくめくる。
「きゃぁっ！」
　ほのかにセリスの匂いが混じった風を感じながら、足の付け根が見える位置にまで邪魔な布を持ち上げる。
「…………あれ？」
　目に入ってきたのは、何もまとっていない下腹部……ではなく、シンプルな白い下着だった。
「…………んん？」
　もしやまだ濡れているのを穿いたのかと、その中心部に手を伸ばし、指で撫でてみる。
「……乾いてるな」
　何度か割れ目の上を撫でて、確認する。
「師匠っ！　帰ってきていきなり何するんですかっ！」
　スカートをつまんでいた右手を少し下ろし、セリスの顔を見る。恥ずかしがりながら怒っている、そんな表情だ。赤く染まった頬が、昼間の情事を思い起こさせた。
「セリス、どうしたんだ？　これ」
　再びスカートの中に顔を突っ込み、乾いた白い下着を指でツンツンとつつく。
「んっ……イエルちゃんが遊びに来てくれて……」
「話したのか？　ノーパンだって」
　小さく聞こえた喘ぎ声には、今は気付かないふりをしてやる。
「私から話したんじゃなくって……私の様子がちょっとおかしいから、イエルちゃんが、何かあったの？　って」
「で、話したと」
　意味もなく股間に顔を近づける。吐息がかかるほどに。
「はい。そしたら、買ってきてくれまして……」
「で、今それを穿いているわけか」
　なんか気に入らない。人がせっかく方々歩き倒して乾かす方法を仕入れてきたというのに……
「犯す」
「えっ……ええっ！……きゃぁっ！」
　そのまま廊下に押し倒す。ちょっとした絨毯があるからそれほど痛くないはずだ。
「し、師匠っ！」
　こいつにはもうちょっと困ってもらうことにしよう。
　真新しい下着をはぎ取り、本日の第二戦目へと突入していった。
　
　
　
　いつしか、外から水の音は聞こえなくなっていた。
「雨は止んでも、ここはびしょ濡れだな」
「……ひ、ひどいです……」
　
　
　何度目かの射精が終わり、夜になる。
　
　部屋に干した下着は、すっかり乾いてしまっていた。
　
平成二十年九月七日
OEBPS/nav.xhtml


		

			

						

					本文

				



			



		

	

